
出展：「東日本大震災からの復興の状況と取組（2023年12月）」（復興庁）、「復興の現状と今後の取組（令和６年10月）」（復興庁）
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福島ロボットテストフィールド

（福島県南相馬市）



都内での支援活動
　東京都は、東日本大震災の風化防止や風評払拭、避難者支援などの取組を
都内で進めてきました。ここでは、その一例を紹介します。

　東京都では、今もなお被災県から避難した多くの方が生活してい
ます。都内近郊の避難者同士の交流や避難元との交流の機会を提供
するため、福島県等と連携して開催しています。

ふくしま避難者交流会

　東北４県（青森県、岩手県、宮城県、福島県）と東京都で実行委員会を
組織し、例年３月に開催しています。
　被災地の復興状況、伝承の取組、各県の魅力等を情報発信しています。 

東日本大震災風化防止イベント

東日本大震災風化防止イベント/令和６年3月東日本大震災風化防止イベント/令和６年3月

　岩手県、宮城県、福島県の水産物や特産品、その場で楽しめる飲食メニューを販売するイベントを開
催し、被災地産品の魅力を広く発信しています。

ふるさと市

東北３県ふるさと市/令和６年５月東北３県ふるさと市/令和６年５月 復興応援ふるさと市/令和６年11月復興応援ふるさと市/令和６年11月

ふくしま避難者交流会/令和６年10月ふくしま避難者交流会/令和６年10月

　都民の皆さんが被災地の水産物を食べたり、現地を訪れたり
するきっかけにしてもらおうと、３本のPR動画を制作し、様々
な媒体で放映しています。

動画「岩手・宮城・福島の水産　総力鮮！」
～今、あなたの“うまい！”が力になる～

動画はこちらから、
ぜひご覧ください！



高台の新しいまち
（岩手県宮古市）

　高台の新たなまちには、保育所や駐在所、診療所等の公的施設も整備しています。
このほか市内では、被災した市街地の道路、公園等の整備やかさ上げ工事を行うだけ
でなく、住宅用地や産業用地の集積化も実施されました。

宮古市田老地区　震災前の様子
（平成15年頃撮影）

宮古市田老地区
（令和６年１月撮影）

宮古市田老地区・高台の三王団地
（令和６年１月撮影）

宮古市田老地区　震災直後の様子
（平成23年頃撮影）

※写真提供：宮古市

高台に移転した新たなまちの様子
※ 別アングルから撮影



海岸沿いから高台への住宅移転
（宮城県南三陸町）

　南三陸町の中心市街地には、防災対策庁舎などの公共機関や多数の住宅がありましたが、
震災では 3 階建ての防災庁舎を超える大きな津波に見舞われ、多くの人命が失われるとと
もにまちも損壊しました。復興にあたっては、中心市街地部分はかさ上げ工事を行い、元
の居住地は安全な背後の高台に移転する「職住分離」のまちづくりを進めています。

　3階建ての建物の屋上を2ｍも超える津波が
押し寄せました。現在は、県が震災遺構として
20年間（2031年まで）維持管理し、町が周辺
を復興祈念公園としています。

南三陸町志津川地区　震災前の様子
（平成１３年５月撮影）

南三陸町志津川地区　震災直後の様子（平成２３年３月撮影）
提供：一般社団法人東北地域づくり協会

南三陸町志津川地区（令和２年３月撮影）
提供：アジア航測（株）

旧防災対策庁舎

庁舎の高さ12ｍ庁舎の高さ12ｍ

移転先の高台居住地移転先の高台居住地

南三陸震災復興祈念公園南三陸震災復興祈念公園
旧防災対策庁舎旧防災対策庁舎

元の中心市街地元の中心市街地

Ｈ＝2ｍＨ＝2ｍ

津波浸水高さ津波浸水高さ



海岸沿いの防災緑地
（福島県広野町）

　海岸防潮堤や県道のかさ上げ、防災緑地の整備をするとともに、海岸から内陸部に
向かう避難路の確保などを通じて、総合的に安全性を確保しています。JR 広野駅東側
（海側）のエリアを「復興ゾーン」として土地区画整理事業を実施しており、平成29
年10月には「広野駅東ニュータウン」と名付けられました。ニュータウン内にはテナ
ントビルである広野みらいオフィスのほか、ホテルも建設されています。

※写真提供：福島県

広野町浅見川地区（令和６年５月撮影）

ひろの防災緑地ひろの防災緑地
県道広野小高線県道広野小高線

集合住宅集合住宅
広野みらいオフィス広野みらいオフィス

JR 広野駅JR 広野駅ホテルホテル

震災直後のJR 広野駅東側の様子 復旧・復興工事の様子（平成29年４月撮影）



オール福島で推進！（福島イノベーション・コースト構想）
　東日本大震災及び原子力災害によって失われた浜通り地域等の産業回復のために､当該地域の新たな産業基盤
の構築を目指す国家プロジェクトです。「廃炉」、「ロボット・ドローン」、「エネルギー・環境・リサイクル」、「農
林水産業」、「医療関連」、「航空宇宙」の６つの主要プロジェクトの実現へ向け、様々な環境整備に取り組んでい
ます。

　南相馬市にある「福島ロボットテストフィールド」は、陸・海・空の３つの
フィールドロボットの一大開発実証拠点です。約50ヘクタールの敷地内が４つのエ
リアで構成されています。

「ロボット・ドローン」事業

緩衝ネット付飛行場

滑走路

ヘリポート
屋内試験場

試験用プラント

試験用橋梁

風洞棟

連続稼働耐久試験棟

試験用トンネル

滑走路附属格納庫

市街地フィールド

屋内水槽試験棟

研究棟

水没市街地フィールド

瓦礫・土砂崩落フィールド

無人航空機エリア

開発基盤エリア

水中・水上ロボットエリア

インフラ点検・災害対応エリア


